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特集　鹿児島の生魂　ものづくりフォーラム2015 を開催！

平成27年度中小企業に関する
国等の契約の基本方針

平成27年度中小企業に関する
国等の契約の基本方針

平成27年度中小企業に関する
国等の契約の基本方針

平成27年度中小企業に関する
国等の契約の基本方針

＊展示会

　展示会には、ものづくり補助金採択企業の60社が出展し、パネ
ルや成果物等の展示を行った。このうち42社のブースでは、事業
担当者が立ち会い、来場者に対し取り組み内容や新製品、新サー
ビス等、事業の成果について説明を行った。
　また、出展企業同士の積極的な交流や情報交換が行われ、今後
のビジネスチャンス拡大に向けた良い機会となった。

　本会は、11月27日に鹿児島市の「ホテルウェルビューかごしま」で、鹿児島県内の「ものづく
り補助金」を活用した企業が、試作開発等に取り組んだ成果を発表・公開し、新たな気づきとビジ
ネスチャンスをつかむことを目的に「鹿児島の生

い っ

魂
だまし

 ものづくりフォーラム2015」を開催しました。
本フォーラムでは、ものづくり補助金採択企業による展示会のほか、「ものづくりセミナー」とし
て、次世代技術「SKYACTIV」を開発したマツダ株式会社 常務執行役員の人見光夫氏を講師にセ
ミナーを開催し、採択企業６社によるシンポジウムを実施しました。
　本特集では、フォーラムの概要を紹介します。

を開催！
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特集　鹿児島の生魂　ものづくりフォーラム2015 を開催！

【出展企業一覧（50音順）】

(有)アジャスト 鹿児島県醤油醸造(協) (株)田中組 藤安醸造(株)

(株)アルナ (有)かねしょう水産 (株)東郷 (有)船津ソーイング

(株)アルプスエステック (株)河内源一郎商店 (株)ナカシン冷食 (株)ホープ精工

アロン電機(株) (株)菊永鉄筋工業 (株)南光 (有)牧之原鉄工

(株)井川産業 キリシマ精工(株) 南州農場(株) (株)マツオ

(株)内野ケルン (株)キンコー 日建ラス工業(株) (有)丸八水産

(株)栄電社 窪田織物(株) 日本澱粉工業(株) (有)宮崎商会

(株)A・R・P 小正醸造(株) (有)橋口木材加工センター (有)森田建具

(株)オーケー社鹿児島 (有)サンワ技研 (株)秦野精密 屋久島山福農園

(有)奥建具製作所 ジャパンポーレックス(株) 濵田酒造(株) (有)山吉國澤百馬商店

(有)尾塚水産 (株)シリウス製作所 (有)バンショップミカミ (協業)ユニカラー

オビックス(株) (株)青友社 福山黒酢(株) (株)ヨシカワ

(株)オリンピア商事 (株)太陽漬物 (有)藤井ピアノサービス 吉村醸造(株)

カクイ(株) (株)太洋花火 富士エネルギー (株) (株)YPK

鹿児島県オーストリッチ事業(協) (株)髙浜蒲鉾 (株)藤田ワークス (株)わくわく園

【展示ブースの様子】

テーマ：額縁生産のプロセ
ス見直しによる価格競争力
強化への取組み

テーマ：デジタル点火器及
び専用システム増設による
花火大会イベント事業拡大

テーマ：降灰対応型太陽光
発電パネル清掃装置の開発

テーマ：自ら収穫する屋久
島特産のガジュツ（紫ウコ
ン）の新商品開発

テーマ：テキスタイル用プ
リント機によるオリジナル
和装品の開発・流通事業

テーマ：かつお本枯節を使
用したふりかけ（かつおで
んぶ）の試作開発

テーマ：高性能な密封保存
容器蓋生産装置の開発

テーマ：新火入れ装置の導
入による品質の安定化と『甘
口のおいしい減塩醤油』の
新商品開発
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特集　鹿児島の生魂　ものづくりフォーラム2015 を開催！

＊ものづくりセミナー（講演）

▽ …「SKYACTIV　エンジン開発　～振り切る先に、未来がある～」
… マツダ株式会社　常務執行役員　人見…光夫…氏
　�　人見氏は、東京大学工学部航空工学科大学院を卒業後、
東洋工業株式会社（現：マツダ株式会社）に入社し、一貫
してガソリンエンジンの開発に携わり、「SKYACTIV（ス
カイアクティブ）」と呼ばれる次世代エンジンの開発実現に
向け指揮を取った技術者である。
　�　人見氏は「SKYACTIV」を開発することになった経緯と
して、「不況等の影響で立て続けに赤字決算を計上してい
た中、会社を存続させるためには、燃費効率の良いディー
ゼルエンジン『SKYACTIV』の開発が必要不可欠であった。時間面、資金面、人材面での制約が多い
中での開発であったが、問題をシンプル化することを徹底し、課題解決に向け努力した。その結果、限
られた時間・資金・人材であっても、世界一の圧縮比を実現した実燃費No. １のディーゼルエンジン
『SKYACTIV』を開発することができた。」と述べた。
　�　最後に講師は、「当事業における最大の成功要因は、諦めなかったことであると考えている。諦めな
ければ成功につながり、一つの成功体験は挑戦し続けることへの糧になる。失敗を恐れない気持ちを持
ち、常に挑戦していくことが日本の企業に求められている。」と締めくくった。

＊シンポジウム

　補助事業者の中から選定した６社とセミナー講師である人見氏によるシンポジウム
を開催した。
　初めに６社の成果事例の映像を放映し、取り組み内容や事業の詳細等について、人
見氏とパネリストとの意見交換が行われた。
　意見交換後、各パネリストから「ものづくり」への想いについて発表があった。
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特集　鹿児島の生魂　ものづくりフォーラム2015 を開催！

　機械導入以前は、各種溶接を手作業で行っていたため、製品にひずみが出る等の問
題があったが、ものづくり補助金を活用し、導入した機械を使用することで、手作業
に比べ生産性が３倍から４倍に向上した。
　今後は、新たに半導体、医療、航空分野の製品づくりに取り組む予定である。本県
は地理的に不利なことが多いため、製品を差別化する技術が必要となる。また、若手
の人材育成にも積極的に取り組みたい。

　本補助金を活用し、新たな醤油生産方法を導入することで大幅にコストを削減する
ことができた。
　今後は、県工業技術センターと連携し、新商品開発に取り組む予定である。また、
安心・安全への取り組み強化や食品に含まれる成分（ヒスタミン等）の研究や各種課
題解決に向け、組合員一同で取り組んでいく。

　本試作開発に取り組むことになったきっかけは、前社長の「地域資源を活用し、何
か新たな製品づくりに取り組みたい。」との想いからである。新たな事業であったため、
思うような研究結果が出ないときもあったが、県工業技術センターの協力のもと、失
敗を恐れず、チーム一体となり協力して試作開発に取り組んだ。
　シラスという地域資源を活用し、地域貢献や本県の活性化に尽力していきたい。

①発表者：株式会社藤田ワークス　ゼネラルマネージャー　藤井…亮…氏
　テーマ：量産化設備対応を目指した高精度YAGレーザー溶接ロボットシステムの構築（YAG溶接技術）

②発表者：鹿児島県醤油醸造協同組合　理事工場長　日髙…修…氏
　テーマ：大豆や小麦等の素材の旨みを最大限に引き出す醤油生産方法の導入

③発表者：株式会社井川産業　取締役社長　井川…猛志…氏
　テーマ：シラス（火山灰）を用いた微小な高強度バルーンの試作開発
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特集　鹿児島の生魂　ものづくりフォーラム2015 を開催！

　本補助金を活用して、志布志の特産品である「ハモ」の骨切機を導入した。今回の
機械の導入で一度に３尾のハモを切れるようになり、業務効率化を図ることができた。
　今後は、社員一体となり、ハモを使用した加工品の開発に取り組んでいく予定であ
る。また、将来的には自社製品を提供する飲食店を出店してみたい。

　本補助金で導入した機械を活用することで、かつお本枯節を使用したふりかけの量
産化と安定供給が可能になった。梅や青のり等、地域の特産品とコラボすることで付
加価値を付け、お土産としての商品化に成功した。
　新商品開発だけでなく、従来の商品の習熟度をあげることも一つのものづくりだと
考える。本県産の鰹節は全国の７割を占め、シェアを落とすことのないように努めた
い。今後はＢ級・Ｃ級品を加工製品として、買いやすい価格で提供していきたい。

　本補助金を活用し、ビニール等あらゆる素材に印刷が可能な最先端のデジタル印刷
機を導入した。本機械の導入により、小ロットでも安価で印刷物を受注することが可
能になった。
　ものづくりは無機物に魂を吹き込むことである。全ての印刷物は紙幣であるという
意識と、印刷物はお客様が商売していく上での希望であるという意識を持って仕事に
取り組んでいきたい。

④発表者：有限会社丸八水産　代表取締役　大王…光子…氏
　テーマ：地元地域資源のハモを使った新たな冷凍食品の開発と販売事業

⑤発表者：有限会社山吉國澤百馬商店　代表取締役　国澤…伸二…氏
　テーマ：かつお本枯節を使用したふりかけ（かつおでんぶ）の試作開発

⑥発表者：協業組合ユニカラー　代表理事　岩重…昌勝…氏
　テーマ：印刷素材を選ばない新たな塗装技術活用による高品質・低コストな印刷技術の確立
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中央会の動き

団結は力　見せよう組合の底力！
～組合でひろがる中小企業の発展～

　平成 27 年 11 月 20 日、沖縄県宜野湾市の「沖縄コン
ベンションセンター」で、『団結は力　見せよう組合の
底力！～組合でひろがる中小企業の発展～』をキャッチ
フレーズに、第 67 回中小企業団体全国大会が開催され、
全国の中小企業者、組合関係者ら約 2,300 名が参集した。

第Ⅰ部　表彰式関係　　　　　　　　　　　　　　　　

　開会宣言、国歌・団体歌斉唱、開会宣言、開催挨拶、
開催地会長挨拶、宜野湾市長歓迎挨拶に続き、表彰式が行われた。優良組合 33 組合、組合功労者
71 名（本県 2名）、中央会優秀専従者 29 名（本県 1名）がその栄誉に浴した。

第Ⅱ部　議事関係　　　　　　　　　…　

　沖縄県知事挨拶、来賓紹介、来賓祝辞
（星野剛士経済産業大臣政務官、高市早
苗総務大臣、とかしきなおみ厚生労働副
大臣、伊東良孝農林水産副大臣、杉山秀
二商工中金代表取締役社長）に続き、議
長に沖縄県中央会の津波古会長、副議長
に石川県中央会の山出会長と熊本県中央
会の野田会長が選出され、議事に入った。

大会スローガン
１．実感ある景気回復と被災地を含めた地域の活性化

２．投資促進による生産性向上の加速

３．雇用・内需を喚起する税制・金融の拡充

４．優越的地位の濫用の根絶等公正な競争力環境の実現

５．�賑わいあるまちづくりの推進と商業・サービス業対策
の拡充

６．中小企業の実態を踏まえた社会保障・労働対策の推進

【組合功労者】

　市坪　孝志　氏
　（鹿児島県橋梁構造物塗装協同組合�理事長）
　山根　英司　氏
　（総合物流協同組合�理事長）

【中央会優秀専従者】

　愛甲　勝彦（総務企画課�課長補佐）

受賞おめでとうございます！
本県関係の被表彰者は次の通りです



平成 27 年度九州青年部の集い （交流パーティー）

9

中小企業かごしま／2015.12

中央会の動き

　議案上程された「景気対策、被災地を含めた地域の活性
化」「生産性の向上」「持続的成長の促進」を具体化するた
めの中小企業対策拡充に関する14項目について全国中央会の
小正副会長(本県中央会会長)による意見発表が行われ、議案
審議の結果、決議案が採決された。
　続いて、政党代表挨拶(茂木敏充自由民主党選挙対策委員
長、富田茂之公明党経済産業部会長)、大会宣言(石川誠司沖
縄県中小企業青年中央会会
長)が行われた。

　その後、次期開催地が石川県に決定したことが発表され、大会
旗承継と石川県中央会の山出会長の挨拶が行われた。
　最後に、独立行政法人中小企業基盤整備機構の高田理事長によ
る万歳三唱が行われ、大会は盛会のうちに終了した。

　全国大会に合わせ、沖縄県那覇市の「パシフィックホ

テル沖縄」で、「平成27年度九州青年部の集い」が開催

され、九州・沖縄各県から組合青年部の会員等約200名が

参集した。

　主催者挨拶、来賓挨拶（沖縄県商工労働部長、那覇市

長）に続き、全青中佐藤会長による乾杯発声が行われた。

歓談中には、各県対抗早食い競争や民謡等のアトラク

ションが行われるなど、和やかなムードの中参加者一同

交流を図った。

　最後に、次期開催県挨拶が行われ、本県青年部会の栫

井副会長が来年度九州大会への多数の参加を呼び掛けた。

意見発表を行う本会小正会長

多数の参加を呼びかける本会青年部会栫井副会長
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中央会の動き

労務管理とリスク対策セミナーを開催 

　10月29日と11月11日の２回、鹿児島市の「サンロイヤルホテル」で、労務管理を行う上で最低限
押さえておきたいポイントをテーマに研修会を開催した。
　研修会の概要は次のとおり。

△

　第１回　10月29日「労働災害・公衆災害発生と企業責任」

　　講　師：富士火災海上保険株式会社 シニアリスクアナリスト 大村 健二 氏

　講師は、「労働災害・公衆災害が発生した場合、企業は
様々な責任を負う恐れがあり、経営上の損害は多大である。
その防止策として、機械のメンテナンス等のモノ対策と、従
業員への注意喚起等の管理対策を徹底する必要がある。」と
述べ、さらに、近年増加傾向にある従業員の過労死やストレ
スによる精神障害の防止策として、今年12月から従業員数50
人以上の事業所で義務化されるストレスチェックについて紹
介し、労使間で十分なコミュニケーションをとることの重要
性を参加者に訴えた。
　最後に、労働災害や公衆災害はどの業種においても起こりうるという危機意識を企業全体で
持つことが大切であると強調した。

△

　第２回　11月11日「解雇トラブル・残業代トラブルの予防と対策」

　　講　師：山崎経営労務事務所 社会保険労務士 山崎 隆寛 氏

　講師は、従業員解雇時のトラブルを回避するために
気を付けるポイントとして、「①何をすれば解雇され
るかを就業規則に明示しておくこと、②解雇禁止の期
間でないかどうかを確認すること、③解雇の理由に無
理がないかどうかを慎重に検討すること、④時間をか
けて解雇の裏付け証拠を積み重ねること、⑤退職勧奨
をして合意退職で辞めてもらうよう努めること、⑥30
日前の予告もしくは30日分以上の解雇手当を支払い、
解雇を実行すること」を挙げた。さらに、近年激増している残業代トラブルを回避する方法と
して、変形労働時間制度や事業場外みなし労働時間制などの勤務体制について紹介した。
　最後に、日頃から労使間の信頼関係を築いていくことの大切さを参加者に訴えるとともに、
労働委員会の活用を奨励した。

　なお、来年1月14日にも同会場にて「メンタルヘルスと労務管理の視点からみたセクハラ・パワハ
ラのリスクマネジメント」をテーマとしたセミナーを開催予定である。
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中央会の動き

レディース中央会全国フォーラム in しまね

　11月12日、島根県の「ホテル一畑」で、「レディース中央会全国
フォーラムinしまね」が開催された。本フォーラムは、女性の資質
向上や中小企業と組合組織の振興、発展に資することを目的として
おり、全国から女性経営者等約230名が参集した。
　オープニングセレモニー終了後、NPO法人ファザーリング・ジャ
パン�代表理事の安藤哲也氏を講師に「イクボス推進による人材力生
産性の向上～人口減少社会・女性活躍時代の経営・マネジメントと
は？～」と題し、基調講演が行われた。
　引き続き、安藤氏がコーディネータとなり、三井物産ロジスティ
クス・パートナーズ株式会社�代表取締役社長の川島高之氏、株式
会社長岡塗装店�常務取締役（島根県中小企業団体女性協議会�副会
長）の古志野純子氏、アサヒ工業株式会社�工事部管理部門の野々内
徹氏をパネリストとしてパネルディスカッションが開催された。
　「イクボス」とは、職場で働く部下やスタッフのワークライフバ
ランス（仕事と生活の両立）を考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結果
を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のことを指す。経
営者自らが「イクボス」を推進することで従業員からの信頼度が増し、結果として会社の業績アッ
プや業務効率化に繋るため、積極的に取り組むことが大切との意見が大勢を占めた。
　パネルディスカッション終了後、交流パーティーが開催され、地域や業種を越えた交流が盛会裡
に行われた。
　なお、来年度の全国フォーラムは平成28年11月1日に三重県で開催される予定である。
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トピックス

大薩摩焼展及び第 26 回薩摩焼フェスタを開催
〜鹿児島県薩摩焼協同組合〜

　鹿児島県薩摩焼協同組合（西郷隆文理事長）は、10月31日から11月
15日までの16日間、鹿児島市の「鹿児島県歴史資料センター黎明館」
及び「かごしま県民交流センター」で、「大薩摩焼展」を開催した。
　本展は「第30回国民文化祭・かごしま2015」の主要事業の一つとし
て実施され、初日には、皇太子同妃両殿下がご視察された。
　黎明館では、江戸時代の作品や県内で活躍する陶芸家の作品が展示
され、かごしま県民交流センターでは、陶芸家の指導のもと市内の13
小学校、約1,000人の児童が制作した作品が展示されたほか、薩摩焼大
使等によるシンポジウムが開催された。
　また、「第26回薩摩焼フェスタ」が同時開催され、県内各地から36
の窯元が出展し、約１万点におよぶ薩摩焼の展示・即売を行った。
　来場者は、実際に作品に触れ、お気に入りの作品を探すとともに出
展者の解説に熱心に耳を傾けていた。
　併せて、本フェスタでは、「窯元流　愛でる抹茶碗展」と「薩摩焼
どんぶり展」のほか、上絵付け等の実演、三都市コラボ作品の展示、
絵はがき展、チャリティオークション、お楽しみ抽選会等盛りだくさ
んの企画が行われ、期間中多くの来場者が訪れた。
　両イベントを通して、400年の歴史を持つ国の伝統工芸品である薩
摩焼の歴史や伝統的な技術、技法などを紹介し、県内外に薩摩焼の持
つ魅力を広く発信した。

鹿児島県薩摩焼協同組合ホームページ　http://www5.synapse.ne.jp/satsumayaki/

　「第 30 回国民文化祭・かごしま 2015」が、10 月 31 日
から 11 月 15 日までの 16 日間にわたり、本県 43 全ての
市町村で開催されました。「本物。鹿児島県～文化維新は
黒潮に乗って～」をテーマに、155 もの多彩な事業が繰り
広げられるなど県内外に本県の魅力発信を行いました。



“郷土のくらしを見つめる”

奄美信用組合

し    ま

理 事 長　  安　忠 雄

役 職 員 一 同

〒894-0025  奄美市名瀬幸町６番 5 号
TEL 0997-52-7111　FAX 0997-53-5211

http://www.amamishinkumi.co.jp
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トピックス

本場大島紬フェスティバル及び創立 100 周年記念式典を開催
〜本場大島紬織物協同組合〜

　本場大島紬織物協同組合（窪田茂理事長）は、
11月６日から８日までの３日間、鹿児島市の「中
央公民館」で、「本場大島紬フェスティバル」を
開催した。
　本フェスティバルは「第30回国民文化祭・かご
しま2015」の主要事業の一つとして実施され、本
場大島紬の製造工程、実演体験や、新作発表会及
び新作コンテスト、小物等の展示販売、デザイン
展、無料試着体験等を行い、長い歴史と伝統を誇
る本場大島紬の魅力を発信した。
　また、紺野美沙子氏によるトークショーや宮崎緑氏による講演会のほか、ファッションショーや
大島紬クイーンコンテストの最終選考会と発表が行われ、多くの来場者で賑わった。
　初日の６日には、鹿児島市の「城山観光ホテル」で、「本場大島紬織物協同組合創立100周年記
念式典」を開催した。式典では、出席者に大島紬を何か身に付けてもらうよう事前に依頼しており、
会場全体が気品漂う大島紬の装いで和やかな雰囲気に包まれた。
　記念式典では、鹿児島県出身で元水泳のオリンピックメダリストの宮下純一氏に本場大島紬大使
の委嘱式が行われた。なお、当組合が本場大島紬大使を委嘱するのは森英恵氏（デザイナー）、宮
崎緑氏（奄美パーク園長）、榎木孝明氏（俳優）に続き、4人目である。

本場大島紬織物協同組合ホームページ　http://oshimatsumugi.com/
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　教えてぐりぶー！組合運営

第21回「国庫補助金で設備を導入した際の圧縮記帳」について第21回「国庫補助金で設備を導入した際の圧縮記帳」について第21回「国庫補助金で設備を導入した際の圧縮記帳」について

このたび国の補助金を活用して、新たな設備を導

入しました。

補助金が交付された際の「圧縮記帳」とは、どの

ような処理なのでしょうか。

◆　圧縮記帳とは、国等の補助金を活用して設備等の固定資産を導入した

際に、購入金額から補助金額を差し引いた額を購入価格とする税法上の

処理のことです。

◆　例えば、国から 1,000 万円の補助を受け、1,600 万円の機械を購入し

た場合、次の仕訳になります。

　　　普通預金　10,000,000　／　雑 収 入　10,000,000

　　　機械装置　16,000,000　／　普通預金  16,000,000

◆　しかし、雑収入 ( 受贈益 ) に法人税が課税されるため、次のとおり圧

縮記帳を行うことで、（圧縮記帳後の）600 万円に対して減価償却を行

うことができます。

　　　固定資産圧縮損　10,000,000　／　機械装置　10,000,000

◆　この処理によって、一時に補助金に課税されることが避けられ、繰り

延べ処理を行うことが可能となります。

教えてぐりぶー！組合運営

はい！お答えします！はい！お答えします！

詳しいことは、中央会指導員に相談

してほしいぶ～
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下土橋　敏　（シモツチハシ　サトシ） 和仁　浩一　（ワニ　ヒロカズ）
南九州支社　支社長 南九州支社　営業推進部長
【担当地域】　鹿児島県・宮崎県全域 【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域
【出身地】　鹿児島県薩摩郡 【出身地】  岡山県津山市
【自己紹介】　趣味：ゴルフ・釣り 【自己紹介】　趣味：温泉巡り
好きな飲み物は、芋焼酎とウィスキーです。 役職名のとおり、生命保険の推進を担当して
中央会組合員のみなさまのお役に立てるよ おります。中央会様には「オーナーズプラン」
うな情報提供をタイムリーに行って参ります 「パートナーズプラン」という優れた制度をお
ので宜しくお願いいたします。 持ちです。同制度の普及推進に尽力致します。

牛島　健一郎　（ウシジマ　ケンイチロウ） 佐々木　俊和　（ササキ　トシカズ）
南九州支社　損保推進部長 鹿児島営業部　営業部長
【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域 【担当地域】　鹿児島市
【出身地】  宮崎県宮崎市 【出身地】  兵庫県
【自己紹介】　趣味：ゴルフ 【自己紹介】　趣味：食べ歩き・読書
「業務災害補償プラン」や「取引信用保険 徳島県に赴任時代、青年部の皆様と一緒に
制度」等の損害保険を活用し、会員企業の皆 徳島マラソンに参加致しました。１年間練習
さまの企業防衛やコスト削減のお役に立てる するも、本番前に転勤となり、走ることが出来
ご提案を目指します。 ませんでした。（ホッとしておりますが）。

鹿児島でも体一杯使って普及推進致します。

平井　友啓　（ヒライ　トモヒロ） 武元　みゆき　（タケモト　ミユキ）
鹿児島南営業部　営業部長 鹿屋中央営業部　営業部長
【担当地域】　鹿児島市谷山・指宿市・枕崎市 【担当地域】鹿屋市・志布志市・大崎町
【出身地】　神奈川県鎌倉市 【出身地】　鹿児島県肝属郡
【自己紹介】趣味は野球です。 【自己紹介】　趣味は温泉巡りです。
座右の銘：継続は力なり！！ 中央会の共済制度を活用して皆様のお役に
何事もプラス思考で明るく取り組んで 立てる情報提供に努めて参ります。
参ります。中央会共済制度の普及目指し よろしくお願いいたします。
邁進いたします。

中原　亨　（ナカハラ　トオル） 岡田　晃知　（オカダ　アキトモ）
霧島営業部　営業部長 川薩営業部　営業部長
【担当地域】　霧島市・姶良市・伊佐市 【担当地域】　薩摩川内市・出水市・日置市
【出身地】　　佐賀県有田町 【出身地】　福岡県北九州市
【自己紹介】　新年度より霧島営業部に着任 【自己紹介】趣味はドライブ
致しました。 組合員の皆様へ中央会共済制度の普及推進に
皆様のお役に立てる情報提供を行って参 努めて参りますのでよろしくお願い致します。
りますのでよろしくお願いいたします。

松村　洋佑　（マツムラ　ヨウスケ） 用品　友吾　（ヨウシナ　ユウゴ）
鹿児島営業部　主幹 南九州支社　副長　（中央会推進担当）
【担当地域】　鹿児島市 【担当地域】　宮崎県・鹿児島県全域
【出身地】　熊本県熊本市 【出身地】  広島県広島市
【自己紹介】　趣味：マラソン・フットサル 【自己紹介】　趣味：マラソン・釣り

考える前にまず動くを念頭に置きつつ、組合員
の皆様にとってメリットの大きい共済制度のＰＲ
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す。
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鹿児島県中小企業団体中央会 

■ 従業員の皆さまの退職金準備 
■ 事業主・従業員の方の業務上の災害への備えに 
■ 経営者の方の事業継承・リスクマネジメント対策、退職慰労金準備 
■ 従業員の方への福利厚生制度の準備 

   この機会に、中央会共済制度のご利用についてご検討くださいますようお願い申し上げます。 

  共済制度普及キャンペーン実施中！！ 
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の皆さまは各種共済制度をご利用できます。 

私たちが担当させて頂きます 
＜三井生命保険株式会社 南九州支社一同＞ 

【連絡先】 
三井生命保険株式会社 南九州支社  
鹿児島市加治屋町18-8 三井生命ビル2F 
電話 099-226-6311 
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◆　例えば、国から 1,000 万円の補助を受け、1,600 万円の機械を購入し

た場合、次の仕訳になります。

　　　普通預金　10,000,000　／　雑 収 入　10,000,000

　　　機械装置　16,000,000　／　普通預金  16,000,000

◆　しかし、雑収入 ( 受贈益 ) に法人税が課税されるため、次のとおり圧
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　　　固定資産圧縮損　10,000,000　／　機械装置　10,000,000
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業界情報

業界情報（平成27年10月情報連絡員報告）
製　造　業

【味噌醤油製造業】

10月になって秋めいた陽気に変わり、以前より商品が
動くようになってきた。依然として原料高など経営環
境は厳しいままだが、国文祭などいろいろなイベント
が追い風となることを期待したい。

【酒類製造業】

(平成27年9月分データ)　　　　　　　  （単位㎘・%)

区　分 H26.9 H27.9 前年同月比

製成数量 20,410.1 17,416.9 85.3

移出
数量

県内課税 4,177.5 3,128.0 74.9

県外課税 5,373.4 6,075.5 113.1

県外未納税 2,925.3 2,552.2 87.2

在庫数量 218,803.2 227,008.1 103.7

【漬物製造業】

野菜の高値もあり、販売はやや良かった。浅漬けは原
価高で収益に悪影響を与えた。

【蒲鉾製造業】

運動会シーズンで弁当用の蒲鉾などが売れる月である
が、近年は時代の変化・少子化などで、ほんの少しし
か売れない。売上は前年比マイナス２％のダウンであ
る。旅行観光客は外国人が多く、国内客は減少してい
るようである。原材料のスケソウC級がｋｇ単価20円
ほど安くなり、上級品は20円アップした。

【鰹節製造業】

昨年の原料価格は135円/kg ～ 145円/kgであったが、
今年は185円/kg ～ 190円/kgで非常に高くなってきて
いる。また、原料の入荷が少なくなってきており、業
界は厳しくなりつつある。

【菓子製造業】

ハロウィンの時期ではあったが、売上が好調になる程
ではなかったようだ。相変わらず、業界全体として厳
しい状況が続いている。

【茶製造業】

10月の売上高は前年同月比92％であった。なお、共販
実績は前年同月比90％であった。

【本場大島紬織物製造業（奄美地区）】

10月の大島紬生産反数は436反であった。前年同月は
447反であり、11反の減となった。

【木材・木製品製造業】

製材製品に際立った荷動きもなく、当用買いの低レベ
ルで10月も終えた。全国的には一部好調なプレカット
業界もあると聞くが、先安感と需要不振で入荷まで減
少の傾向にある。一方、素材原木は入荷こそあるもの
の製品価格との逆ザヤで芳しい動きに欠ける。明るい
材料は見当たらず乏しいままで年末を迎えようとして
いる。

【木材・木製品製造業】

住宅着工戸数は、全国的には持ち直しており、本県も
数字上は同様である。しかしながら、業界第一線の声
は、製品価格は安く原木は足りないということで、今
一つ盛り上がりに欠けている。つまりは、実需が数字
に比例していないということか。

【生コンクリート製造業】

出荷量138,929㎥（対前年比81.5％）。特に減少した地
域は、鹿児島、串木野、川薩、宮之城、出水、姶良伊佐、
垂水桜島、大隅、奄美大島、奄美南部、沖永良部、喜
界である。特に増加した地域は、南隅、種子島、屋久島、
甑島である。官公需59,400㎥（対前年比61.8％）、民需
79,529㎥（対前年比106.9％）。民需は２カ月連続で対
前年同月比を上回ったものの官公需については４月以
降連続して50％～ 60％程度と低迷している。特に増
加した地域にあっては前年度が大幅に減少したものが
例年ベースに戻っただけであり、特に増加していない。

【コンクリート製品製造業】

10月度の出荷トン数は、1,039トン（前年同月比83.3％）�
となった。南薩地区、熊毛地区を除く地区にて減少し
ており、特に川薩地区は前年同月比50％となった。10
月度の受注は少し増えてきたが、業界の厳しい状況に
変わりはない。

【印刷業】

今年、全国印刷工業組合連合会が60周年を迎えるにあ
たって、10月に東京で記念式典と祝賀会が行われた。
全国的に見てもこの１～２年で60周年を迎える県が多
数ある。当組合も60周年なので、例年の年始会と同じ
日に記念式典を開催することになった。こういうご時
世だからこそ、組合としての結束力を強め、さらに発
展業界となるべく切磋琢磨していきたいものである。
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非　製　造　業

【卸売業】

一部業種においては、円安による輸入コスト増、個人
消費の伸び悩みがみられるが、総じて売上は増加傾向
を継続している。廃業や移転等による跡地に同業者の
進出（県外企業や大手）等もあり、競争激化を不安視
する動きもある。高齢化の進展、都市部への集中に伴
う人員確保、消費税アップに伴う駆け込みや反動等へ
の影響の対応について模索中である。

【燃料小売業（ＬＰガス）】

10月に船積みされる輸入原料価格は、９月に比べて45
ドル上昇した。やや予想外の上げで、暖房需要期に入
ることが一因と思料されるが、大幅な上昇はないと予
想される。９月まで値下げが継続していたため、小売
価格は下げ基調が続いている。

【中古自動車販売業】

新車販売も依然として回復せず、厳しい状況である。
玉不足が続いており、良質車は価格が高騰し、仕入れ
も困難である。今後の秋商戦に期待したい。

【青果小売業】

前月比93.8％、前年同月比123.4％であった。
【農業機械小売業】

秋の収穫もだいぶ落ち着いてきた。最近の農業機械は
技術が進んでおり様々な機能がある。安全運転に関す
る機能だけでなく、排出ガスについてもフィルターが
詰まらないよう燃焼・再生機能を搭載している。

【石油販売業】

石油製品のメインであるガソリンは、夏場の最需要期
を過ぎ漸減傾向にある上、前年比でも落ち込んだ。一
方、灯油は北日本から寒さの到来で需要期を迎えつつ
あるものの、九州地区は暖冬傾向で需要が遅れている。
いよいよ雇用関連も厳しさを増しており、このところ
のコンビニエンスストアのラッシュに加え大型店進出
等が影響していることも遠因となっている。

【商店街（霧島市）】

10月は３日に霧島市市制10周年記念として花火大会、
17日は霧島市役所をスタート・ゴールとして市内一円
100ｋｍを走破する霧島ウルトラ旅マラソン、24日は
こくぶ通り会連合会の八坂神社秋まつり、また、27日
と28日には日本ジオパーク全国大会など様々な催しが
あり、中心市街地の宿泊施設や飲食業、催事会場に近
い大型店舗など一定の経済的効果があったようである。

【商店街（薩摩川内市）】

食料品などが値上がりしているが全体的には不変である。
【商店街（鹿児島市/天文館地区）】

この時期はどこも売上が減少したようである。中国か
らのインバウンドが天文館にも来ているが、商店街に
はあまり影響はない。

【サービス業（旅館業/県内）】

10月の祝日、週末はほぼ例年並みに顧客も多いが、平
日が昨年よりも低調に推移しており、前年同月比でも
減少しているようだ。特に今年は「国民文化祭かごし
ま2015」が開催されるが、宿泊予約等では思ったより
も入込客が少ないようである。

【美容業】

来年度新卒者の採用予定も求人難の現状が続いている。
年を追うごとに美容師採用が厳しくなり予定数を満た
した事業所は少ない。人材の確保・育成は経営の存続
とともに最大の経営課題であると認識し、積極的に取
り組んでいるが成果が出ていない。

【旅行業】

秋の旅行シーズンに入り、天候にも恵まれ、相変わら
ず旅行者の行先は関西方面（ＵＳＪ・京都）に集中し
ている。特に、家族・ＯＬグループの問い合わせ申込
みが多い。今年は、ＵＳＪのハロウィン特集とハリー
ポッター館入場が増加した。バス事業者等受け入れ機
関の会員は海外、特に台湾からの旅行者が増加し、天
文館周辺は中国語が飛びかっていた。県内の宿泊者も
増加し、11月は国民文化祭絡みで宿泊客も増加見込み
である。販売額の前年同月比は110.6％であった。

【建築設計監理業】

マンションの大規模改修や耐震関連業務が活発化して
きたように感じている。組合員の各事業所は多忙な事
務所とそうでない事務所が二極化されているようであ
るが、組合自体は大型事業を受託し、多忙を極めてい
る状況である。10月には黎明館において「2015かごし
ま住まいと建築展」が開催され、当組合も「建築防災
とは…」をテーマに出展し、県民に広く周知を図った
ところである。

【自動車分解整備・車体整備業】

ほとんど前年並みの動向である。メーカーは自動運転
等の技術をアピールしているが、一般整備業では全体
的に活気がない状況である。

【電気工事業】

官庁工事（県・各市町村）が発注され、いくらかは活
況になりつつあるが、全体的にはまだ満足な件数では
ない。以前は、太陽光発電は多数物件があったが、お
さまってきつつある。

【建設業（鹿児島市）】

組合員の殆どが公共事業に依存している。今年度は特
に鹿児島市の発注工事が前年度の同時期と比べ激減し
ている現況から経営維持に苦慮している。また、建設
業界の人材不足もあり、大変厳しい状況である。

【貨物自動車運送業】

10月に入り、燃料価格は落ち着いてきたようだ。荷動
きについては、例年並みであった。また、各運送会社
は過積載防止に取り組み、安全運送に努めた。

【運輸業（個人タクシー）】

昨年同月より顧客の動きが少ない。
【運輸・倉庫業】

例年並みの荷動きの中、運賃も平年並みで推移した。
車両不足・ドライバー不足が続いている。燃料価格は
安定した価格で推移している。
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倒産概況

平成27年11月　鹿児島県内企業倒産概況
（負債額1,000万円以上・法的整理のみ）

㈱帝国データバンク　鹿児島支店

件数4件　負債総額８億1,400万円
〔件数〕前年同月比２件減　〔負債総額〕前年同月比14.2％増

【各要因別】

　・�　業種別では、「製造業」１件、「小売業」１件、「サービス業」２件。

　・�　主因別では、「販売不振」３件、「経営多角化の失敗」１件。

　・�　資本金別では、「100万円以上1,000万円未満」２件、「1,000万円以上5,000万円未満」２件。

　・�　負債額別では、「1,000万円以上5,000万円未満」１件、「5,000万円以上１億円未満」１件、「１億円以

上５億円未満」２件。

　・�　態様別では、「破産」３件、「民事再生法」１件。

　・�　業歴別では、「10年以上15年未満」１件、「15年以上20年未満」１件、「20年以上30年未満」１件、「30

年以上」１件。

　・�　地域別では、「北薩地区」１件、「霧島・姶良地区」１件、「大隅地区」１件、「大島地区」１件。

【ポイント】～倒産件数は前年同月比33.3％減となるも、負債総額は同14.2％増となった～
・11月の倒産件数は前月を１件上回る４件だった。
・地区別でみると薩摩川内市１件、霧島市１件、志布志市１件、奄美市１件であり、鹿児島市の倒
産は発生しなかった。
・業種別でみると製造業１件、小売業１件、サービス業２件であり、建設業の倒産はなかった。
・倒産の態様でみると破産３件、民事再生法１件であった。
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【今後の見通し】

　11月の倒産件数は前月を１件上回る４件であっ

た。

　(株)Ｙに関しては平成27年に事後処理を弁護士

に一任し、債務整理とあわせてスポンサー企業を

確保し事業継続の道を模索したものの、有力企業

が名乗りを上げることもなく、破産に至った。

　件数自体は減少したものの、(株)Ａの負債額が

大きかったことから、負債総額では平成27年に入

り４番目の水準となった。

　表面的には３ヵ月連続して倒産件数は５件未満

に留まっており、倒産の発生に収束感も窺える。

しかし各企業における景況改善の実感は依然薄い

のが実情である。今年は例年より冷え込みが遅く、

衣料品等の季節商品の動きも鈍い状況が続いてい

る。更に12月に入り県外大手量販店の初進出もあ

り、地元資本の食料品小売業にとっても今後何ら

かの影響が発生する可能性が高い。11月に倒産の

なかった建設業においても雇用確保や人件費増加

等の課題を内包する他、大都市への流出により人

材確保に苦慮する製造業者や運送業者の存在も多

い。年末を迎えるにあたって受注の増加に十分対

応できないケースや、体力の消耗が続く企業が再

建を断念するケースなども予想されるところであ

り、引き続き倒産件数・負債総額ともに再度増加

に転じる可能性は否定できない。

平成27年11月企業倒産状況（法的整理のみ）

企業名 業　種 負債総額
（百万円） 態　様

（株）Ｙ 海産物加工 270 破産

（有）Ｔ ゲームソフト等小売 54 破産

（有）Ｙ 自動車電装部品修理 40 破産

（株）Ａ ホテル経営 450 民事再生法

４件　８億1,400万円
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中央会関連主要行事予定

中央会関連主要行事予定
平成28年1月

  5日(火)
10：00

中央会年始会
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」

14日(木)
14：00

労務管理とリスク対策セミナー
「メンタルヘルスと労務管理の視点からみた
セクハラ・パワハラのリスクマネジメント」
鹿児島市「鹿児島サンロイヤルホテル」

15日(金)
17：00

鹿児島県中小企業組合士協会研修会・新年会
鹿児島市「ホテルパレスイン鹿児島」

26日(火)
13：30

組合自治監査講習会
鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」
※詳細は右記を参照

平成28年2月
  9日(火)
15：30

組合事務局講習会
鹿児島市「ホテルパレスイン鹿児島」
※詳細は右記を参照
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「監事の役割と監査の方法」

☆講　師　監査法人かごしま会計プロフェッション
　　　　　社員・公認会計士　森 毅憲 氏
☆日　時　平成28年１月26日（火）
　　　　　13：30～16：30
☆場　所　鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」
☆参加費　無料

※　筆記用具をご持参ください

【お問い合わせ】　組織振興課

「お茶一杯から始まった“はとバス”の経営改革」

☆講　師　株式会社はとバス
　　　　　元社長　宮端 清次 氏
☆日　時　平成28年２月９日（火）
　　　　　15：30～17：30
☆場　所　鹿児島市「ホテルパレスイン鹿児島」
☆参加費　無料

【お問い合わせ】　組織振興課

組合自治監査講習会

組合事務局講習会

表紙・本文中で登

場するぐりぶー＆

さくらとその子供

たちは鹿児島県の

ＰＲキャラクター

です♪
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